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1.はじめに 

 大阪平野を貫流する大和川は歴史的に水不足問題

を抱えており，農業用水を確保するため現在は近隣

の紀ノ川水系から導水が行われている 1)．しかし，今

後の地球温暖化に伴う気候変動により，気温・降水量

等の変化が懸念されており，河川の流量が減少すれ

ば再び水不足に陥る可能性がある．本研究では水不

足問題のある大和川流域を対象に，地球全体の平均

気温が 2℃，あるいは 4℃上昇した場合の蒸発散量・

流出量・水温を予測し，流況の変化を評価することを

目的とする． 

2.温暖化予測値 d4PDFのデータ整理 

 地球温暖化予測値 d4PDF2)3)とは文科省・気候変動

リスク情報創成プログラムにより作成された，地球

温暖化に資するアンサンブル気候予測データベース

である  

 本研究では 2℃上昇実験(2K)と 4℃上昇実験(4K)

と過去実験(hpb)のデータを利用した． 

3.大和川流域における水循環モデル 

 図１にモデルの構造概要を示す． 

流量モデル（分布型流出モデル）は，大和川流域

(1070 ㎢)を 250mメッシュで 16,176個に分割し，流 
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域内の全メッシュに鉛直方向に並べられた 3 層のモ

デルと河道モデルからなる．各層からの流出成分を

落水線に沿った河道モデルに入力して，Kinematic 

Wave法で河道流量を逐次計算するモデルである． 

 水温モデルは流量モデルによる流出計算で得られ

る水収支及び気象条件から地表面及び地下水の水

温・地温を算定する。流域から河川への流出流量及び

水温から希釈混合計算により、水温を算定する. 

4.解析結果 

(1)計算条件 

 算定地点は大和川基準点の柏原地点とし，吉野川

分水(9m3/s,6月~9月)を考慮して算定を行う． 

(2流出量 

 図２は各実験における年間総流出量について示した

ものである．過去実験と比較すると，4℃上昇実験では

流出量が減少傾向，2℃上昇実験では増加傾向を示した． 

(3)降水量，蒸発散量 

 図３は各実験における年間降水量と年間蒸発散量

について示したものである．過去実験の蒸発散量と

比較すると，4℃上昇実験では蒸発散量が大きく増加

したのに対し，2度上昇実験では過去実験とほとん 
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図１ 水循環モデルの構造 
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ど変わらない結果となった． 

 降水量においては，2℃・4℃上昇実験ともに過去

よりも降水量が増加する傾向がみられた． 

 これにより，地球全体の平均気温が 2℃上昇した

場合，蒸発散量には大きな変化がみられないが，降水

量が増加したことにより流量が増え，流況が改善さ

れる可能性があることがわかった．一方で，4℃上昇

した場合，降水量は増加するものの，それよりも蒸発

散量が増加する方が影響が大きく，流量が減ること

で流況が過去よりも悪くなることが推察される． 

(4)気温，水温 

 図４は月別の平均気温・平均水温について示した

ものである．過去実験の気温と比較すると夏場以外

は気温の上がらない 2℃上昇実験に対し，4℃上昇実

験では 1 年を通して過去よりも気温が上昇した．ま

た，平均水温も気温の上昇に追従して温度が上がっ

ており，単純に総流出量を見た際に流量が増え流況

改善の可能性がある 2℃上昇実験でも夏場の水温が

上昇していることから生態系の変化等が発生し得る

ことが推察される．また，4℃上昇実験では通年で水

温が上昇することで，流量減少による流況の悪化に

加えて，大和川の生態系や水質等への影響が懸念さ

れる． 

5.おわりに 

本研究で得られた結果は以下の通りである． 

 地球全体の平均気温が 4℃上昇すると蒸発散量が

増加し流出量が減少傾向を示した．2℃上昇では蒸発

散量がほとんど変わらず流出量が増加傾向を示す結

果となった． 

 流出量が減少傾向を示し渇水リスクの高まる 4℃

上昇実験では 1 年を通して水温も上昇しており，生

態系への影響や水質悪化が発生し得ることがわかっ

た．また，降水量増加により流出量が増加傾向を示し

流況改善の可能性がみられる 2 度上昇実験において

も夏場は気温上昇に伴い水温が上昇するため，水環

境の面では大和川流域に悪影響を起こし得ることが

わかった． 

 今後の課題としては，地球温暖化に伴う水温上昇

が大和川流域に与える影響をさらに明瞭にし，適応

策を検討していくことが挙げられる． 
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図２ 年間総流出量 

図３ 年間蒸発散量と年間降水量 

図４ 月別の平均気温と平均水温 
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